
特集：方谷さん

天保９（1838）年に方谷が子弟教育のため
に設立した家塾で、臥牛山の麓にあること
からこの名が付いた。

牛
ぎゅうろくしゃ

麓 舎跡（御前町）
初代藩主板

いた
倉
くら
勝
かつ
澄
ずみ
が創設し、４代目藩主勝

かつ
政
まさ

のときに藩校「有終館」として整備。天保７
（1836）年に方谷が学頭（校長）に就任。

藩校有
ゆう

終
しゅう

館
かん

跡（中之町）

　人々の安全安心な暮らしのために尽力した方谷
さん。方谷さんの思いを受け継いで、高梁警察署
と市民の皆さんで一緒に力を合わせて、安全安心
な住みよいまちを作りましょう！

方
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の
生
涯
年
表
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谷
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生
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表

備
中
松
山
藩
領
阿あ

賀が

郡
西
方
村

（
現
中
井
町
）に
生
ま
れ
る

1805 年
(1 歳 )

主
な
出
来
事

西
暦

（
年
齢
）

新
見
藩
の
儒
学
者
・
丸ま
る

川か
わ

松
し
ょ
う

隠い
ん
の
門
に
入
る

1809 年
(5 歳 )

母
・
梶
が
死
去
。
翌
年
に
父
・

五ご

郎ろ

吉き
ち
が
死
去
す
る

1818 年
(14 歳 )

方
谷
が
実
家
を
継
ぎ
、
家
業
と

勉
学
に
励
む

1820 年
(16 歳 )

京
都
へ
行
き
、
丸
川
松
隠
の
旧

知
で
あ
る
寺て
ら

島し
ま

白は
く

鹿ろ
く

に
学
ぶ

1827 年
(23 歳 )

家
塾
「
牛
ぎ
ゅ
う

麓ろ
く

舎し
ゃ

」
を
城
下
御お

ん

前ざ
き

丁（
現
御
前
町
）の
邸
宅
に
開
く

1838 年
(34 歳 )

板い
た

倉く
ら

勝か
つ

静き
よ

が
藩
主
と
な
り
、
元も

と

締じ
め

役や
く

兼け
ん

吟ぎ
ん

味み

役や
く（

財
政
再
建
担

当
）に
任
命
さ
れ
る

1849 年
(45 歳 )

藩
政
の
改
革
に
着
手
し
、
諸
政

策
を
講
じ
る

1850 年
(46 歳 )

藩
の
借
金
10
万
両
を
整
理
し
、
余
財

10
万
両
を
残
し
て
元
締
役
を
退
任

1857 年
(53 歳 )

西
方
村
長
瀬（
現
中
井
町
）に
住

宅
を
立
て
、
移
住
す
る

1859 年
(55 歳 )

板
倉
勝
静
が
幕
府
の
老
中
と
な

り
、
そ
の
幕
政
顧
問
と
な
る

1862 年
(58 歳 )

長
瀬
か
ら
小お

阪さ
か
部べ（
現
新
見
市
大

佐
）に
移
り
、
小
阪
部
塾
を
開
設

1870 年
(66 歳 )

小
阪
部
で
死
去
。
西
方
村（
現

方
谷
園
内
）に
埋
葬
さ
れ
る

1877 年
(73 歳 )

佐さ

藤と
う
一い

っ
斎さ

い
の
塾
に
入
門
。
３
年

間
修
学
し
、
塾
頭
に
な
る

1834 年
(30 歳 )

藩
校
「
有ゆ

う

終し
ゅ
う
館か

ん
」
の
学
頭（
校

長
）に
な
る

1836 年
(32 歳 )

母
・
梶か

じ
か
ら
文
字
を
習
う
。
近
隣

の
神
社
に
揮き

毫ご
う
額
を
奉
納
す
る

1808 年
(4 歳 )

方谷さんの教室

難
なん

波
ば

竜
たつ

輝
き

 署長高梁警察署

　「人々の教育のためになんとかしたい !」と熱い情熱
を持って働いた方谷さん。私も方谷さんのようなエ
ネルギーを持って、子どもたちにはどんなときも明る
く、積極的にチャレンジするように話しています。

石
いし

井
い

栄
えい

二
じ

朗
ろう

 先生中井小学校

里正隊は、後に長州藩の高
たか

杉
すぎ

晋
しん

作
さく

によって組織された身分を問わな

い軍組織「奇
き

兵
へい

隊
たい

」のモデルになっ

たと言われているんじゃ。

方谷が使用した采配（高梁方谷会蔵）

　

方
谷
は
財
政
改
革
だ
け
で

は
な
く
、
藩
の
治
安
の
改
善

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
賄わ

い

賂ろ

や
賭と

博ば
く

を
禁
止
し
た
ほ
か
、

盗
賊
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
。

ま
た
、
凶
年
に
備
え
て
領
内

の
約
40
カ
所
に
貯ち

ょ

倉そ
う

を
設
け

て
米
を
備
蓄
し
た
ほ
か
、
目

安
箱
を
設
置
し
て
人
々
の
声

を
広
く
聞
く
よ
う
に
努
め
る

な
ど
、
人
々
の
安
全
安
心
な

暮
ら
し
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

⑤⑤
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を

安
全
安
心
な
暮
ら
し
を

目
指
し
た
民
政
刷
新

目
指
し
た
民
政
刷
新
⑥⑥  

西
洋
技
術
を

西
洋
技
術
を

取
り
入
れ
た
軍
制
改
革

取
り
入
れ
た
軍
制
改
革

　

天て
ん
ぽ
う保

11（
1
8
4
0
）年
に

起
こ
っ
た
ア
ヘ
ン
戦
争（
中
国

が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
た
）な
ど

の
情
報
か
ら
、
方
谷
は
軍
制
改

革
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し

た
。
弘こ

う

化か

４（
1
8
4
7
）年
、

方
谷
は
弟
子
の
三み

し
ま
ち
ゅ
う
し
ゅ
う

島
中
洲
と
と

も
に
当
時
洋
学
が
進
ん
で
い
た

津
山
藩
で
洋
式
の
砲
術
や
戦
術

を
学
び
ま
し
た
。
備
中
松
山
藩

に
戻
っ
て
か
ら
は
、
大
砲
を
鋳

ち
ゅ
う

造ぞ
う
し
て
洋
式
兵
術
を
導
入
。
さ

ら
に
、
庄
屋
の
家
の
若
者
な
ど

を
選
び
、
銃
と
剣
を
学
ば
せ
て

「
里り

正せ
い
隊た

い
」
を
編
成
し
ま
し
た
。

⑦
教
育
改
革
で

⑦
教
育
改
革
で

人
々
に
よ
り
良
い
教
育
を
！

人
々
に
よ
り
良
い
教
育
を
！    

　

方
谷
は
教
育
の
重
要
性
を

説
き
、
領
内
に
学
問
所
や
教

諭
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
教

育
の
振
興
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
方
谷
自
身
も
、
藩
校

「
有ゆ

う

終し
ゅ
う

館か
ん

」
や
家
塾
「
牛

ぎ
ゅ
う

麓ろ
く

舎し
ゃ

」
で
倉
敷
の
三み

し
ま
ち
ゅ
う
し
ゅ
う

島
中
洲
や

川
面
の
進し

ん

鴻こ
う

渓け
い

な
ど
の
優
秀

な
人
材
を
育
成
し
、
藩
の
要

職
へ
も
積
極
的
に
登
用
し
ま

し
た
。
幕
末
の
激
動
の
中
で
、

藩
の
存
亡
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

方
谷
の
教
え
を
受
け
た
門
人

た
ち
の
大
き
な
働
き
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
し
た
。

西
方
村
長
瀬
に
長
瀬
塾
を
開
設

す
る

1868 年
(64 歳 )
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